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廿
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果結査調業農 昭和36年2月1日調査昭和35年度

賞虫生よと竺三是主dこの説査は富山県農林水産業統計読査規制に基いて昭和25年度以来毎年2月 1日現在をもって突施されてきました県独自の

良業調査であります。

この間良業の蓑は大きく移り変っており、また今後もその袈を変えていくものとされております。

最諜の現況を本当の奈を、あらゆる角民zから拒墨しておく必要があり支農業の動きをも確突にキャ ッチし何故こうなったか

今後の見透しはどうか、現在こうであれば今後どうするかということを計数的につかむことが大切でこの超音から献査が続

けられてきましたが、これI士本年2月1日現在で調査されました昭和35年度農業調査結果の内から大きたものがけを抜草し

た概数発表で・あります。
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①農用機械等の所有状況 台数 err~入所有＋共同所有〉
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草
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よ
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・れ
た
公
館
式
二
ユ
栄
一
首
ゐ

一

務

室
軍
務
・
営
庭
で
終
戦

C
R動
古
川
同
一
る
富
山
県
一
と
し
て
、
満
場
の
拍
討
を
浴

一

く

一

び

て
宮
市
知
事
貰
を
，一

に
し
た
わ
ム
・
で
あ
る

一＠
終
獣
住
民
兵
し
て
が
老
い
た
ほ
に
合
っ

一

草

雪
之
市
中
町
草
久
作
氏
の
四
人
兄
妹

一

た
と
き

一の
一
一
一
番
目
、
家
払
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憶
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＠
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行
部．、
旬
以
れ
あ
ゾ
な
か
勺
た
が
一二

年
目
に
走
中
」以
り
上
1

・
て
出
い
た
と
き

O
婦
人
に
多
い
肉
担
L

一
以
・
わ
れ
ま
す
。
今

の
青
年
は
相
当
の
口
え
が
あ
り
ま
す
が

因
習
－
～
勝
て
な
い
も
の
と
忠
い
・
ま
す

＠
山
を
利
問

L
た
水
力
発
泡
附
設
削
れ
よ
り

外
に
た
い
と
思
い
ま
す

＠
要
は
い
ま
せ
人
が
、
生
き
て
い
た
ら
や

は
サ
そ
・
フ
九出
つ
ム一と
川
仙
い
ま
AJ

8
Mmじ
よ
ナ
い
背
年
は
戦
後
の
品
乱
時
に

祥
子
忠
二
走
守
た
の
が
．
忠
実
で
あ
り
ま

ナ
が
、
治
安
の
安
定
と
山
に
梢
仰
も
安

定

L
M念
を

4
つ
よ
・
叶
に
な
る
と
叫
い

ま
寸
戦
後
ユ
仰
何
な
ろ
凶
し
出
乱
が

お
ρ

三
す
が
日
本
は
そ
の
点
割
合
に
良

好
と
思
い
・
ま
す

;m山九
来j附 !fl.
委 f~i
~＇~ f乍
ぷ』-,. 

⑦
校
前
、
股
後
を
一
岨
じ
変
り
は
な
い

。
と
．合
的
影
判
す
る
と
’
－
ろ
か
大
・
さ
い
と

思・
7
t

小
川
十
位
当
時
点
入
，の
修
身
、
泊

知町ぜ’

n山口
の
必
州
制
悦
を
感
ず
る

三
町
議
員
団
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
四
凶
都
内
三
町
輔
副
民
間
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
二
十
二
日
午
前
十

時
か
ら
小
丸
山
球
場
に
お
レ
て
絶
好
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
の
内
に
開
催
さ
れ
た
。

試
合
は
三
者
総
当
り
戦
で
行
わ
れ
、
第

一
匹
合
の
宇
奈
月
対
入
善
は
十
五
X
対
十

で
宇
奈
月
、
第
二
試
合
の
朝
日
対
入
蓄
は

十
五
対
十
六
X
で
入
警
が
夫
々
勝
ち
、
優

勝
を
左
右
す
る
朝
H
対
宇
奈
月
は
十
八
対

五
で
刺
日
が
勝
ち
、
結
局
三
者
一
勝
一
敗

で
雄
勝
は
矧
か
り
と
な
っ
た
c

な
悩
を
保
つ
に
は
体
質
だ
け
で
は
と
て
も

継
続
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は

歯
み
が
き
の
励
行
、
偏
食
を
さ
け
る
食
生

活
、
運
動
外
出
後
の
う
が
し
に
手
洗
い
の

習
慣
等
、
街
祭
出
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
努

力
し
た
結
栄
に
外
な
ら
な
い
c

輪一
例

富
山
県

一
の
名
誉
は
箪
君
自
身
の
喜
び

で
あ
る
と
と
も
に
泊
中
学
校
の
栄
誉
で
も

あ
る
わ
け
で
あ
る
の
こ
れ
片
山
つ
い
て
学
校

当
局
と
し
て
は
、
こ
の
明
か
る
い

ニ
ュ
ー

ス
な
生
か
し
て
、
学
陵
全
体
の
虫
歯
を
な

く
す
る
述
動
に
一
一
闘
力
を
入
れ
、
来
る
べ

き
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
学
技
官
を
・フ
げ
る
よ

う
が
ん
ば
る
決
意
を
凶
め
て
い
る
。

問
、
今
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
県
代
表
に

ぽ
惜
し
く
も
入
賞
・
な
に
が
し
た
，か
、
郡
代

表
と
し
て
左
記
三
名
が
巌
ば
れ
た
。

泊
中
弁
官
位
子
さ
ん
（
中
学
女
子
）

泊

小

竹

巾

仲

一
君
（
小
学
男
子
」

大
家
正
小
山
川
附
災
さ
ん
（
小
学
女
子
）
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’百

理

夏

の

朝
日
農
業
改
良
普
及
所

m 71 

卵
の
い
た
み
か
た
も
円
十
く
な
っ

て
き
ま
ず

か
ら
、
労
力
の
－ゆ
る
す
－限
・ワレモ
卵
回
数
を

多
く
し
小
羽
数
の
茸
認
で
も
1
8
3
回
、

羽
数
の
多
い
所
で
コ
3
回
以
上
は
椛
卵
し

た
い
も
の
で
す
。
卵
の
汚
れ
は
ね
九
布
で

ふ
い
た
り
、
水
流
い
を
す
る
と
、
か
え
っ

て
腐
づ
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
・
祇
で
ふ
く

よ
・
つ
に
し
交
す
a

マ
産
卵
泊
仰の
飼
料
配
合
例

判明

黍

三

O
%

五一O五
一
六
・
豆

一C一
九

第
五
回
朝
日
町
教
育
キ
ヤ

ン
プ
を
終
っ
て

王ill謄小大

変 変米

米

粉糠

魚カ
ル
シ
ユ

l
ム

食

指
判
長
自
質
含
有
量

持
分
総
量

以
下
省
略


